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こむらさき まさし

地球環境のピンチを
まちづくりのチャンスに変える
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今日お話したいこと

Ⅰ 日常生活に深く関わる気候変動

Ⅱ 生駒市の取組事例

Ⅲ さいごに
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Ⅰ 日常生活に深く関わる
気候変動
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最高気温の上昇
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３０年前と比べ、５.1℃上昇

１９８８年７月 ２０１８年７月

２９．１℃ ３４．２℃

最高気温の平均(奈良県）

気象庁公表データより
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・台風･ゲリラ豪雨の増加と

被害の拡大

・熱中症による健康被害

Ｈ29：約900人

Ｈ30：約1,400人

日常化する異常気象
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生駒市での台風による被害

※奈良県消防救急課報道発表より
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日常生活に深く関わる気候変動
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地球規模で確実に進む気候変動

・風水害による停電･公共交通の乱れ

・空調の利用増に伴う電気代増加

・作物の不作に伴う価格高騰

身のまわりで起こる様々な影響

気候変動が日常生活に直結
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環境問題への関心は？
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他の行政課題と比べて

関心が低い

「環境」だけの取組に

理解を得る難しさ

Ｑ. 市で取り組む施策分野の重要性について

「平成２９年度生駒市市民満足度調査結果」より

順位 施策

１ 医療サービスの充実

２ 生活の安全の確保

３ 学校教育の充実

４ 子育て支援の充実

５
高齢者の生活を支える
サービスの充実

： ：

１７
環境配慮社会の構築１７



ＩＫＯＭＡ ＣＩＴＹ

みんなで創る、日本一楽しくて住みやすいまち「いこま」

まちづくり全体で考える
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・気候変動は環境だけの問題ではない

・環境問題を効果的に取り組むためのまちづくり

生駒市にはその具体例があります！
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Ⅱ 生駒市の取組事例

9



ＩＫＯＭＡ ＣＩＴＹ

みんなで創る、日本一楽しくて住みやすいまち「いこま」

100の複合型コミュニティづくり
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環境省補助事業に採択 モデル事業実証中

＜取組事例①＞
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100の複合型コミュニティづくり

市民

農業者

農産物
の

移動販売
新鮮野菜
米

公園の緑地・花などに
活用

●生ごみを堆肥化
●もったいない食器市
●フリーマーケット
●家で余った食料

余った食料、本
食器、生ごみ

●百歳体操
●地域サロン

●託児
●コワーキング
●音楽、文化、スポーツ、本
●出前講座

●地域Café（認知症）
●子ども食堂

堆肥

フードドライブ

最大の移動・生活支援を市民・事業者による運営で実現！

環境・3R

買物支援

コミュニケーション

健康

子育て文化

地域コミュニティの場
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＜ステーションの様子＞

・老若男女ごちゃまぜのコミュニティが形成
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・住民自らが｢差入れ｣｢手伝い｣｢改善案の提案｣
延べ来場者数 ：519名
LINE友達登録 ：156名

萩の台住宅地ステーション
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地元農家による
野菜販売
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リユース市

買い物支援
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薪ストーブを
囲んだ交流 カフェでの交流

住民間の交流促進
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こども食堂 宿題する子ども達

子どもの見守り
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まちづくりに市民が貢献するしくみづくり
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コミュニティ拠点の形成･充実

・買い物支援・住民間の交流促進・子どもの見守り

・高齢者等の移動支援も実現に向け検討

生活利便性の向上・地域課題の解決

ステーションを核とした市民参加、コミュニティ向上

もっとあつまる もっとよくなる
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自治体新電力 いこま市民パワー設立へ

＜取組事例②＞市民力の受け皿「いこま市民パワー」
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生駒市の最大の財産＝「市民力」

人生100年時代
全国一低い
女性の就業率

培った経験を

まちづくりに

大きな

ポテンシャル

アクティブ
シニア

専業主婦
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＜事業スキーム＞
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経済 社会 環境 をより良くするまちづくり
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収益は、株主に配当せず、まちの活性化等のために活用経済面

環境面

社会面

新規再エネ電源の獲得、エネルギーの地産地消を推進

市民ともに創っていく「市民による市民のための電力会社」

＜いこま市民パワー株式会社 ３つの意義＞

⇒ 市民エネルギー団体が出資している
唯一の市町村電力会社

＜例＞ 100の複合型コミュニティ
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いこま市民パワー
株式会社

蓄電池

公共施設
（太陽光）

一般家庭
(FIT切れ太陽光)

民間施設

供給拡大／電源 電源

電源

小売

電源

再エネ発電

＜モデルの全体像＞

電力調整

調整

電力事業を核に「環境×まちづくり」モデルを創出

「新しい地産地消エネルギーモデル」を検証中

平準化
効率化
防災

(メガソーラーなどにより再エネ比率 )
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Ⅲ さいごに
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「環境モデル都市」

地域住民と力を合わせ、エコ･エネルギーへの
取組をまちづくりの課題解決に活かす
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「SDGs未来都市」

新しい地域モデルの創出・国内外自治体への展開に向け、

先導的に取り組む

「ゼロカーボンシティ宣言」

⇒環境問題がセクシーになる！！


